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第１章 はじめに 

１‐１ 研究の背景と目的 

私たちは日々周囲の人々と共に過ごす中で価値ある空間と

時間を生み出している。このように私たちは無意識のうちに

「風景を共有」していることで他者との繋がりを形成しかつ

強くしているのである。本研究では、この潜在的で直感的に

でしか捉えられない「風景の共有」について実験的に分析・

考察しその実態を明らかにすることが目的である。 

１‐２ 研究方法と論文構成 

２章ではまず既存の「風景」にかんする論考について述べ、

本研究で扱う「風景」の意味を考察する。次に今回の実験に

ついて実験工程とその概要について述べる。３章では実験と

アンケートより得られた個人のシーンを対象に各個人のシー

ンの捉え方及びシーンの想起理由を把握してシーンについて

分析する。４章ではアンケートから得られた共有したシーン

及びその理由を基に共有したシーンについて分析する。５章

では３章と４章での分析を踏まえてメンバー間での共有の実

態について分析し、６章で結論とする。 

第２章 「風景」に関する理論的検討 

 私たちは視覚によって生きていくために自分の周囲の環境

を知覚し、生存に関わる重要な情報を得ている。このように

私たちは自分を原点としその取り巻く環境を「風景」として

捉えている。更に人間は物事にまとまりや秩序を与えて認識

でき、それは個人が持つ新たな一つの形となる注１）。「自分と

その風景、あるいはその風景を共にする人びと」という指摘

もある注２）。 

今回の実験プロセスを図 1 に示す。結果 54 シーンが想起さ

れ、54 の共有関係が提示された。ここで用語の定義をする。

本論で用いる「風景」とは「ビジュアルのイメージの総体」、

シーンとは「一つ一つのビジュアルのイメージ」とする。 

第 3章 個人が持つシーンについて 

３‐１ 個人のシーン

の捉え方 

 本章では、各シーン

を想起した理由を抽出

し各個人及び場所との

関わりを検証する。

WORK2 のシーンの想

起理由を分析したところ以下の 7 つの要素に分類できた。感

情(F)、人同士の交流(I)、場所(P)、歴史(H)、原爆の歴史(H’)、

個人の過去(PH)、その他(O)である。全 54 シーン中感情(F),

人同士の交流(I)を含むシーンはそれぞれ 48,34 シーンあり両

者を同時に含むシーンは 30 シーンあった。この 2 項目は個

人に関係なくシーンの内容として頻出する項目であった。場

所(P)はシーンとして選択した

場所の影響力の有無を示し、ま

た個人による場所の意識の差

を示していると考えられる。 

３‐２ シーンの想起理由と各個人の傾向 

各個人で想起理由をみたところ感情(F)と人同士の交流(I)

が全員に共通して入っていた。個人の特徴を挙げると MD、

NK は全ての理由からシーンを想起しており、一方で AN は

感情(F)、人同士の交流(I)、その他(O)よりシーンを想起して

いる。 

３‐３ シーンの場所と想起理由 

 複数人のメンバーが選んだ場所のシーンを対象に想起理由

との関係についてみる。BAR(4人)のシーンでは人同士の交流

表1　実験概要
日時場所

メンバー

実験概要

コミュニティデザインを専門とする男

女9名(日本人6名、アメリカ人3名)

メンバー内での風景の交換・共有を

目的として長崎の街を一緒に回り、

実験手順を行う。

2011年11月12～13日、長崎市内

表2 シーン想起理由の集計

要素 F I O P PH H H'

個数 48 34 18 28 9 5 19

共有したと感じる。その場面を想起
できた。

スケッチを見せてもらう時の緊張感
が伝わってく る。自分が見せてもらっ
た時のことも思い出すが、より新鮮な
感動が表れている。
自分でもあげたシーンであるし、感じ

方もなるほどと思える。

・・・それはRHさんだからなんだけど、
でもそうじゃない。偉大な人だからじゃ
なく て、今隣にいる真摯に徹底的に物
事を見る目、目と一緒に動く (RHさん
の)手に、皆がひきつけられていく 。そう
だよね。僕にもよく わかる。僕しか知ら
ないシーン、僕がRHにいろいろ見せて
もらったたく さんのシーンがここにかぶ
る。時代も場所も違うけど、共有して
いる。・・・

ずっとRHさんが描いたスケッチを見た
いなと思っていた。本当に最後、長崎駅
へ向かう電車の中、ちょうどランディさん
の隣に座れて見せてもらえるチャンスが
来た。(中略)勇気を振り絞って話しかけ
て見せてもらえた時喜びでいっぱいだっ
た。(中略)ANさんと私とでRHさんから見
えた長崎を一緒にフィードバックできた
楽しい車内でのひと時だった。・・・

●WORK3

MD

HS

YT

実験手順

●WORK1
各自でのマップ作成

●WORK2
・ヒアリング：シーンの説明と

それをあげた理由
・シーンの想起理由の抽出

●WORK3
・ヒアリング：他メ ンバーの

シーンについて共有した
と思うシーンとその理由

・共有の仕方の分類と共有
理由の抽出

※共有の仕方のパターン
に関しては図2参照

→ YT3:MD③[F,I]
Y T １：F,PH,H'

Y T 2： I,F

Y T 4： I,F

●WORK2

YTのマップと各シーン

●WORK1

Y T 5： I,F,OYT5

F

I

F

I

③

③

F

NK

AN
YTさんと一緒にRHのスケッチブック

をずっと、見てみたいね!!と話していた
ことだったから、一緒に見られてすごく
たのしかった。(中略)それをようやく 見
られた、嬉しいって全身で言っている

YTさんをすごく 微笑ましく 思った。私
の喜びも楽しさも、YTさんと繋がって
いて、YTさんの持っているシーンや色

が私のシーンに自然と溶け込んでき
た感じがした。・・・

→ YT3:NK③[F,I]

→ YT3:AN②[F]
→ YT3:F,I

F

I

F

①

②

→ YT3:HS①

Y T 3： I,F

YT3:F,I  / YT3:MD③[F,I] / YT3:NK③[F,I]/   
YT3:HS① / YT3:AN②[F]

 　　　　　　　　　　　　共有理由

シーン共有記号の見方

〈例〉YT4 :  M D   ①   [F, I]

対象シーン　共有の仕方　
       共有した人

　F 　感情
　I 　人同士の交流
　P 　場所
　PH 　自分の過去
　H 　歴史
　H’ 　原爆の歴史
　O 　その他

シーンの想起理由

シーン記号の見方

〈例〉　YT3 : F, I

対象シーン　シーンの想起理由

図1 実験および分析プロセスの説明



(I)、一本柱鳥居(3 人)のシーンでは感情(F),原爆の歴史(H’)等

場所ごとに含まれやすい想起理由があることが分かった。こ

れはその場所の雰囲気、原爆の歴史、そこであった出来事な

ど場所の要素が個人のシーンの想起に影響していると考えら

れる。 

第４章 共有したシーンについて 

４‐１ 個人別でみるシーンの共有について 

 本章では各シーンへの共有を検証することを目的とする。

WORK3 では、本章の対象である 38 シーン中注３）21 シーン

が共有され 54の共有関係が挙げられた。各個人の共有の根拠

を 3章と同様に分析した結果、1、共有の仕方 2、共有の理由

に分けられた。1、共有の仕方は表に示すように 3つに分類で

きた。 

「①ある出来事や時間、場所を共有し当時の状況や感情を思

い出すことで共有」しているの

が HS であり YT,YY,AN,YK,は

①及び「②シーンの想起理由に

直接共感し、共有」している。

①、②及び「③シーンの想起方

法に対して自分の過去の体験を

重ね合わせたり、考察を踏まえ

ながら共感して共有」している

のが MD,NKである。 

2、共有の理由は 3 章と同様の分類で説明でき、 [感情(F)]が

最も多く、次いで[感情(F),人同士の交流(I)]、[感情(F),原爆の

歴史(H')]、[人同士の交流(I)]、[場所(P)]も複数見られた。 

共有の仕方と共有の理由の関係については図２に示す。 

４‐２ 多くのメンバーが共有したシーン 

4名が共有したのが 2シーン、3名、2名、1名、共有され

ていないシーンはそれぞれ 5、9、13、9 シーンであった。

MD,NK,HS は同じシーンを共有する頻度が高い。(4 名で共

有する 2シーンには全員含まれている。)誰も共有しなかった

9 シーンには、人、場所、想起理由に特に特徴は見られなか

った。  

４－３ 二者間の共有について 

 お互いのシーンへの共有関係は、相互に共有するのが 13

組、一方への共有が 7組、お互いに共有しないのが 1組であ 

った。YKは共有関係は少なくないのだが特定の人(MD、NK)

に集中する傾向があり、HS は全般的に共有されていないこ

とが分かる。その他のメンバー間にはまんべんなく共有関係

がある。 

第 5章 風景の共有について 

５‐１ 共有したシーンの想起理由と共有理由の関係 

 54 の共有関係のうち共有理由が示されていない 19 の共有

関係を除き、想起理由と共有理由を比較検討した結果、両方

の理由が完全に一致したのが 6、一部一致したのが 28、不一

致のものが 1 であった。ほぼ全ての場合に想起理由と共有理

由が重なることが分かる。 

５－２ 想起理由と共有の仕方の関係 

 想起理由に原爆の歴史(H’)が挙げられた 12 シーンのうち

「②シーンの想起理由に直接共感し、共有する。」によって共

有されたものが 8シーンに上る。「③シーンの想起方法に対し

て自分の過去の体験を重ね合わせたり、考察を踏まえながら

共感して共有する。」の共有の仕方は 5共有関係あるが想起理

由がすべて人同士の交流(I)、感情(F)を含みまた共有理由がほ

ぼ全て一致するのが特徴である。また共有すると言っている

メンバーが集中していること(MD：3共有関係、NK：2共有

関係)、共有されたシーンの想起者も集中していること(YT3

共有関係)、共有されたシーンがトラム、ウォーターフロント

等移動中の場所であること、等が特徴として確認できた。 

第 6章 結論 

1、実験から 54シーンが想起され想起理由は 7つに分類され

た。共有関係の対象となった 38シーン中 21シーンが共有さ

れ 54の共有関係が見られた。共有関係は共有については共有

の仕方に 3パターンあり、共有理由は想起理由で説明できた。 

2、個人により想起理由、共有の仕方、共有理由に特徴が見ら

れたが、共有関係は共有の仕方①、②に関しては個人の特徴

に関わらず見られる。③に関しては共有するメンバーも限定

されまた想起理由、共有理由が完全に一致するという特徴が

見られた。 

3、風景とは個人によって特徴的に構成されるが風景の共有は

その特性に依存せずに起こると考えられる。また強いインパ

クトのある歴史、場所、人間関

係は共有の仕方に影響を及ぼす。 

注釈 

1)「風景学入門」中村良夫(1982)  

2)「生きる場の風景」p.73花崎皋平

(1984) 

3)アンケートが間に合わなかった 2

名分の 16シーンを除いた。 

  

①ある出来事や時間、場所を共有し、当時の状況や感情を思い出すことで共有する
②シーンの想起理由に直接共感し、共有する
③シーンの想起理由に対して自分の過去の体験を重ね合わせたり、考察を踏まえながら共感して共有する

① ② ③

Y T １：YY②［F］

Y T 3：MD③[I,F]

Y T 4：MD③[I,F]

MD2：AN②[F]

MD3：YY①

MD4：YT②[F] 

MD5：YY①

Y Y 1：MD①

Y Y 2：NK②［Ｆ,H',O］

Y Y 3：HS①

Y Y 5：YT①[F]

Y Y 6：NK①[I]

NK 1：HS①

NK2：MD① NK4：YY②[F] NK5：YT②[I,F] NK6：YY②[I]

HS2：YY①[P] HS4：YY①[P,H',O]

AN1：MD①

AN2：YT②[F]

Y K1：YT②[F,H']Y K2：MD②［F,H']

Y K3：MD②[I,F]Y K4：YY①[P]

Y K 6：HS①

Y T 3：NK③[I,F]

Y T 4：YY① MD2：YK②［F,H'］

MD3：NK①[PH] MD4：YK②[F]

Y Y 5：AN①[I]

NK1：AN①[I,O]

NK2：HS①

NK3：HS①

NK4：HS①

NK5：MD③[I,F]

NK6：YK①[I]

AN1：YY②[F]

Y K2：YY②[F,H']

Y K3：YY①[I,F,O]

Y K4：HS①

Y T 3：HS①

Y T 4：HS①

NK2：YK①

NK3：YK②NK5：YY①

AN1：NK②[F]

Y K3：NK③[F]

Y T 3：AN②[F]

Y K3：HS①

●　YT1

●　YT2

●　YT3

●　YT4

●　YT5

●　MD1

●　MD2

●　MD3

●　MD4

●　MD5

●　YY1

●　YY2

●　YY3

●　YY4

●　YY5

●　YY6

●　NK1

●　NK2

●　NK3

●　NK4

●　NK5

●　NK6

●　HS1

●　HS2

●　HS3

●　HS4

●　HS5

●　HS6

●　AN1

●　AN2

●　AN3

●　AN4

●　YK1

●　YK2

●　YK3

●　YK4

●　YK5

●　YK6

　YT　●

　MD　●

　YY　●

　NK　●

　HS　●

　AN　●

　YK　●

共有の仕方：①実線、②一点鎖線、③波線を示す

YT

MD

YY

NK

HS

AN

YK

図２ 共有の仕方と共有理由 

図３ 共有関係と共有の仕方 

表3 共有の仕方と共有理由
① ② ③ ④ 合計

F 2 9 1 12

F,I 2 4 6

F,H' 4 4

I 3 1 4

P 2 2 4

その他 4 1 5

理由なし 19 19

合計 30 17 5 2 54




